
留学支援

留学のためのTOEFL ® 支援
本学の協定大学の多くは、英語による短期交換留学プログラムを開講しているため、非英語圏の留学プログラムにおいても基本的に英語力が必要です。本学では
TOEFL模擬試験（TOEFL ITP ® ）を実施しており、スコアが基準未満の場合は、学内での集中講義などで留学に必要な語学力を身につけることができます。

本学に在学しながら、海外協
定大学に正規交換留学生と
して在籍します。留学先の取
得単位は帰国後、本学で履
修した単位として認定し、留
学期間を含め4年間での卒
業を目指します（一部認定外
の単位あり）。留学中の授業
料は本学に納めるため、特に
英語圏の大学への私費留学
よりも経済的です。

●広島大学短期交換留学（HUSA）プログラム

1学期間または1年間
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長期休業を利用して、海外の協定大学や
その周辺都市を訪問し、現地大学での授
業や現地大学生との交流などを行うプログ
ラムです。学生の経済的負担を考慮し、費
用の一部を広島大学基金などが補助しま
す。教職員が引率するため、海外経験の少
ない新入生でも安心です。

学部新入生対象

ベトナム、アメリカ、インドネシア、
オーストラリア、ニュージーランド、
台湾など

行先

約2週間期間

学部生・大学院生対象 ハワイ行先 3週間（夏季休業中）期間

学部生・大学院生対象 協定大学（アメリカ・ヨーロッパ・行先
期間

言語教育で有名なハワイ大学で、英会話を中心に、スタディースキルや現地の
文化を学びます。ハワイ大学の学生との交流や学外での体験学習も行います。

●English Plus ALOHAプログラム
学部生・大学院生対象 台湾・中国行先 台湾2～4週間、中国3週間期間

中国においては、北京・青島・上海で語学研修、学生交流、企業研修を行います。台
湾では、開南大学において2週間の華語（中国語）研修、学生交流等、また、輔仁
大学において中国語能力の向上を目的とした4週間の集中プログラムを行います。

●中国語・文化特別研修

トゥールーズ・ル・ミライユ大学

エクセターアカデミーー

語学・文化研修プログラム

START （Study Tour Abroad
for Realization and Transformation）

プログラム

第11回START （台湾）

学部生対象 ドイツ行先 1カ月間（夏季休業中）期間

通常の授業に加えて、参加者2名とドイツ人学生1名がグループとなって行う少人数
教育が特徴です。EU諸国 の大学に共通の欧州共通単位が6単位認定されます。

●ハンブルク大学海外研修

学部生・大学院生対象 イギリス行先 1カ月間（夏季休業中）期間

さまざまな国籍の学生で構成されたクラスで学ぶ語学研修プログラムです。滞在期間中はホームステイを経験します。

●エクセター大学英語研修プログラム／エクセターアカデミー英語研修プログラム

学部生・大学院生対象 大韓民国行先 3週間（夏季休業中）期間

韓国語学習に加え、韓国文化が体験できる短期研修です。現地の学生が学習
や生活のサポートをしてくれるトウミ（チューター）制度があります。

●慶煕大学校夏季韓国語短期研修

アジア・オセアニアの24カ国・地域約70大学）

本来はアメリカ国内
の大学生向けのプロ
グラムですが、本学の
学生もこのプログラ
ムを利用できます。
HUSA プログラムと
同様に、留学中の授
業料は本学に納め、
留学先大学への支
払いは不要です。

●大学交換留学コンソーシアム（USAC）プログラム

1学期間または1年間

学部生・大学院生対象 協定大学（アメリカ・ヨーロッパ・行先

期間

オスロ大学

アジア・中南米・オセアニア・アフリカの23カ国34大学）

グローバル人材の育成 広島大学は留学支援・国際交流等の多彩なプログラムを実施しています。
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海外ネットワーク・拠点
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広島大学では、世界37カ国・地域、143機関と大学間国際交流協定を、また49カ国・地域、252機関と部局間国際交流協定を締結しています
（平成27年3月1日現在）。さらに、中国、台湾、ロシア、ケニア、ブラジル、ベトナム、インドネシア、韓国の8カ国・地域に海外拠点を設置しています。

留学生と日本人学生がお互いに学びたい言語を話
す練習相手になり、語学力の向上を目指します。

●会話パートナー
留学生と日本人学生が学内で交流を深められるイベントを開催しています。
●国際交流イベント

●International Luncheon

国際交流を積極的に行いたい学生に、学内外の
国際交流活動などに参加するための情報を提供し
ています。

●NOIE（Network of International
　 Exchange 国際交流ネットワーク）

学生の経済的負担が少ないことがこのプログラムの利点だと思いま
す。留学先では、先生のリードにしっかり応えて活発に発言する学
生の姿が印象的でした。実際に現地で英語を使うことで、自分の英
語力の課題が明確になり、さらに意欲が湧いてきました。

理学部物理科学科 4年次生（平成26年度）
浦野 正洋

STUDENT’S VOICE

STARTプログラムでアメリカへ

持参した昼食を食べながら、日本語&
英語で異文化理解を深めます（毎週
木曜日昼休憩／学生プラザ1F）。

●Regional World Cooking
留学生が講師となり、日本人学生と一緒に
出身国の伝統料理を作り食べることを通し
て、世界各国の食文化を楽しみながら学べ
ます（学期に1～2回開催）。
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年間約640名が海外へ留学
（平成25年度実績）

世界60ヵ国・地域から
1157名を受け入れ
（平成26年11月1日現在）

※地図中の国名は大学間国際交流協定締結国です。派遣先・派遣元地域別の学生数について、上段は平成25年度派遣学生数（学会・シンポジウム・ワーキングホリデー等は除く）、下段は平成26年11月1日 の
外国人留学生数（在留資格「留学」以外の者を除く）を掲載しています。

学内でできる国際交流

新入留学生の渡日直後のさまざまな手続き等をサ
ポートします。友達づくり、異文化体験につながります。

●新入学外国人留学生サポーター制度

●学生主催イベント
●International Cafe
使用言語は自由で、語学力に関わらず気
軽に参加できます（毎週火曜日18：00～
20：00／学生プラザ1F）。

●日中交流茶話会
中国語や中国語圏に興味のある日本人学
生と留学生の交流の場です（第1・3木曜日
／18：00～20：00／学生プラザ1F）。

北米へ
95人
北米から
17人

中南米へ
1人

中南米から
13人

オセアニアへ
60人

オセアニアから
4人

アジアへ
350人
アジアから
1046人

中東から
19人

ヨーロッパへ
129人
ヨーロッパから
34人

アフリカへ
4人

アフリカから
24人

International Luncheon

Regional World Cooking

◎広島大学・
　上海師範大学
　文化教育共同
　研究センター

◎広島大学
　北京研究センター

◎広島大学
　韓国センター

◎広島大学
　台湾研究
　センター

◎ケニア・ケニヤッタ大学内
　KU-HU コラボレーション
　リソースセンター

◎広島大学
　バンドンセンター

◎広島大学
　ベトナムセンター

◎ロシア・トムスク国立教育
　大学内広島大学オフィス

◎広島大学
　ブラジルセンター

英語でのディスカッションやプレゼンテーションが中心の授業ですが、ス
ウェーデン語の授業もあり、10人程度の少人数クラスで文法や会話表
現を学びました。留学中は大学寮に滞在したのですが、現地の友人と
映画を見たりお互いの国の料理を作ったりして、楽しく過ごせました。

総合科学部総合科学科 4年次生（平成25年度）
村上 友里

HUSAプログラムでスウェーデンへ

高校でヒロシマについて学んだことが留学のきっかけです。原子爆弾
が投下された歴史を持つ広島の人々は、平和を大切にしていると感じ
ます。世界中の人々にも、平和を尊重する心を持ってほしいと思いま
す。留学で得た経験を多くの人々に伝えていきたいと考えています。

工学部第三類 4年次生（平成26年度）
NG WAI YEE （マレーシア）

被爆都市・ヒロシマに関心を持ちマレーシアから広大へ

日本のさまざまな大学のうち、原子爆弾投下の歴史から、生命科学
の研究が活発な広島大学に関心を持ち、留学先として選びました。
学部で6年間、そして大学院で2年間の学習と研究を通して、広島
大学は学生の意欲にしっかり応えてくれる大学であると感じました。

医歯薬保健学研究科博士課程前期薬科学専攻 2年次生（平成25年度）
CONTU VIORICA RALUCA （ルーマニア）

ルーマニアから、生命科学に関する研究が活発な広大へ


